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１．緒 言 

 近年、再生可能エネルギーはとても注目されてい

る。太陽光発電や風力発電、地熱発電などがあり

ます。中でも風力発電は、山脈の多い日本の地形

に適している。風車は主に、垂直軸型と水平軸型

の風車に分類される [1]。 水平軸型の利点は大型

化が容易で発電に適している [2]。垂直軸型はどの

方角から風が来ても回転するという利点がある。し

かし、垂直軸型風車にはカットインする風速が水平

軸に比べ遅いという欠点がある。本研究では垂直

軸型風力発電に注目し、垂直軸型風力発電装置

の改良と実用化に向け研究している。  

 

２．研究のアプローチ 

風車の風のないときに発電することができないと

いう点に注目し、風のないときに少量の電圧で回

転させる回路を製作する。回路には発電量に応じ

て初期回転回路を利用することでカットインに必要

な電圧を減らすことができるか検討する。 

また、初期回転のために印加する電力をできる

だけ微弱な風で回転するように改善する。 

  

 
図１ 実験で使用した風車 

 

回路動作として風車からの出力電圧が設定値

を超えた時、タイマー回路に信号を出力する。こ

の時、一発パルス波にすることで，タイマー回路

の誤作動を防いでいる。風車が逆回転した際も

正常に動作させるため、センサ入力回路にブリッ

ジ整流回路を追加し、必ず正の電圧が印加され

るようにしてある。 

 

３．結 果 

図２は風速と回転数の比較である。▲のプロッ

トが回路接続時、■のプロットが回路を接続して

いない時のグラフとなる。図２より回路接続時に

回転数が上がっていることが解る。また、初期回

転を付けることで回路を接続しない時にカットイ

ンの始まる風速が速くなった。 

 

 
図２ 風速と回転数の比較 

 

 図２のグラフにおいて回路接続時の 11、

12[m/s]で回転数の降下が見られる。これは初期

回転用の補助電圧が切れたことで、印加分の電

圧が減少し回転数が降下した。 

 

４．結 論 

 今回製作した回路を接続することによりカットイ

ンを早めることができた。しかし、発電機の性能

により風速 10[m/s]に到達した時にバッテリーか

らの供給が止まるため、利用するバッテリーが充

電量を上回っている。現状ではモニュメントとし

ての役割しか果たしていない。 

 

５．今後の発展 

発電機出力の検出回路の電圧検出レベルの

設定が高かったため、高速時の風でバッテリー

からの供給を停止させることができなかった。現

段階より微風で自立運転させるには、風車自体

の改善が必要になる。 
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